20190519レムナント教会1部
  絶対的根本(ヨシュア8:30-35)
　神様がイスラエルの民に約束された、約束の地カナンの征服の仕事が始まりました。最初にエリコ城という大きな城を前にして、不可思議な勝利を経験するようになります。その後、アカンの罪によって、アイの町においては、辛い失敗も経験しました。そして、その失敗が逆に戦術になってアイを取り戻し、いままで失われていたものを回復するという神様の不思議な恵みも、また、その力も経験したわけです。ここまで約束を成し遂げられる、契約を全うされる神様のみわざを少しだけ味わったということです。つまり、味見をしたと言えるような状況でしょう。これから、このカナンにおいて長い道のりが残っているし、いろいろな戦いが待っているわけです。また、いろいろなトラブルなども待ち構えているでしょう。その長い道のりをこれから歩んでいかないといけないわけです。いままでの味見したことに基づいて、これからの長い道のり、長い戦いに備えて、神様は絶対に譲ってはいけない、揺れてもいけない、その絶対的な根本というものを改めて確認する作業をなさいます。これから何が起きるか分かりません。また、どういう状況に遭遇するようになるのか何も分からないわけです。しかし、完璧に勝利できるように、そういったことに騙されずに、完全勝利を収めることのために釘を刺す場面が今日の聖書の内容です。
　先程も申し上げましたように、絶対的な根本を確認する場です。何が起きても、状況がどう変わろうが、どんな場面でも、これは譲ってはいけないものなのです。いつもこの上に立って進んでいかないといけないということを教えられることです。この内容は、実はモーセのときに、申命記27：11-26において、このようにしなさいと命じられていたものを、ヨシュアがそれを引き継いで行うその場面です。それで、これからの長い戦いを前にして、レビ人を中心に、また、契約の箱を担いでいる祭司を真ん中において、そして、その向こう側には半分の部族が、また、反対側にも半分の部族が並ぶようにしました。契約の箱を真ん中にして、すぐ向こうではなくて山です。一つはゲリジム山という山にイスラエルの半分の部族が立ち、そして、エバル山というところにもう半分の部族が並ぶようにしました。それから、ヨシュアが神様の律法をそこで朗読するわけです。その内容は、神のみことばに従うと祝福される、そうでなければのろわれるという内容です。それをことごとく、ひとつひとつ読み上げるようになったとき、祝福の内容が読み上げられたときには、ゲリジム山の方に立っていたイスラエルの民が「アーメン」と応答し、のろいの言葉が読み上げられたときには、エバル山に立っていたイスラエルの民が「アーメン」と返事をして応答するようなことを繰り返すようになっていました。これはどういう意味なのでしょうか。
　　

　契約の箱というのは、そこで神様のみことばを読み上げましたけれども、結局、それはキリストを指すわけです。これこそが、これから長いカナンでの戦いにおいて、何がどう変わろうが、どんな場面でも、絶対に忘れてはいけないという絶対根本なのです。人生勝利のための絶対根本、それはキリストの内側に祝福があり、キリストの外側がのろいなのだということです。世の中の人が聞きますと、怒る話でしょうけれども、これから長い戦い、その道程を歩んでいかないといけない信者の私たち、契約の道をこれから進んでいかないといけない信者の私たちにとって、絶対的根本は何かと言うと、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいあり、ということなのです。大金持ちは祝福された者、貧乏はのろわれた者ではなく、キリストの内側は祝福であり、キリストの外側はのろいであり、健康なものは祝福された者、病を抱えているものはのろわれた、捨てられた者ではなく、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありということです。これが基本であり、根本であり、しかも絶対的な根本です。この世的に成功を収めた人は祝福を受けた者、また、失敗をしてしまった者はのろわれた者ではなくて、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありなのです。善良な人は祝福された者、犯罪者はのろわれた者ではなくて、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありなのです。優しい人間は祝福された人間、性格が悪い人間はのろわれた人間ではなくて、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありなのです。これがキリスト教会です。世の中はこのフレーズを嫌います。だから、教会もいつのまにかこの世の中の歩調に合わせることによって、この絶対的な根本を捨てることになりました。それが今現在の世界のキリスト教会の現状なのです。もはやキリスト教会と言えない状況になってしまいました。

なぜなのでしょうか。健康が別に悪いと言うつもりはありません。学校の教育や親の教え、また社会の教養などでは絶対に教えられないし、気づくことができない聖書だけが教えているこの世界、人類、人生の真実があるからなのです。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができません。嘘をついた、泥棒をした、そんな罪ではありません。創造主、いのちの根源である神に背いてしまった原罪という罪です。それはすべての人が罪を犯した結果、ヨハネ8：44にあるように、認めたくないでしょうけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであって、悪魔の子と呼ばれるしかない存在になってしまいました。
誰がなのでしょうか。すべての人がです。その結果、エペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるしかない存在、神の御怒りが生まれたときから死ぬときまでずっとその人の上にとどまるような存在なのです。ですから、死んだ後も地獄に行くしかなく、生きていること自体が地獄の運命を抱えて生きるしかないものなのです。ルカ16：19-31、それが人類であり人間という存在です。一言で地獄の運命を抱えて生きていくようになりました。ですから、その地獄の運命から解放されて、まことの喜びとまことの幸せ、まことのいのちが得られる道は世の中にはありません。神様が、それを約束したわけです。

女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕く。他の何かには見向きもせずに、見向きをしないように。キリストオンリーなのです。親が悪いから子どもがダメになる。親が優しいから子どもがよく育つ。そのような面がないわけではありませんが、それは正解ではありません。皆、キリストがいらっしゃらないから、地獄の運命を抱えているので、そうなるしかない根本を抱えているわけです。キリストオンリーなのです。キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいあり、これが根本です。ややこしい複雑な話ではありません。もし信者がこの根本に揺れてしまったり、この根本が薄れたり、根本を逃してしまうと、仕方がなく、世の流れに流されるようになるしかありません。自分がどんなに良い人生を頑張ろうと、また、良い信仰者になろうと決心していても、この根本が薄れた場合には、世の流れに勝つことができないのです。ですから、結局はヒューマニズムがその人を捕らえるようになり、もはや信者らしいもの、教会そのものが消滅していくようになるしかありません。そのような動きによって、この根本が薄れることによって、時間が経てば経つほど、この世の中と何も変わらないものになってしまうのです。それを世俗化といいます。根本を逃してしまうと、求めるものも、涙を流す理由も、怒る理由も、心配の理由も皆一緒なのです。それで結局、教会という看板は掲げているのですが、宗教と同じものになり、宗教の思想のようなものが強調されるようになり、また、神のみことばを取り上げても律法主義に走るしかありません。教会は制度化してしまうようになります。その中で信徒の方々は、無駄な葛藤に悩むようになるし、また、何のメリットもない試みに会うようになるしかないわけです。
なぜなのでしょうか。教会に問題があるからなのでしょうか。隣の信徒の方々が、気に食わないからなのでしょうか。根本が薄れていて、根本が揺れているからです。キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありという根本がしっかりしていれば、そこがその人にとって絶対的なものであれば、試みに会う理由はありません。葛藤などは恥ずかしいものになるわけです。いらないものだったのだねということに気づくようになるし、このような根本が薄れることによって、結局、最終的には霊的には無気力な状態になるしかありません。
その結果、信者という名前を持っているし、教会というタイトルを持っているのにもかかわらず、サタンの捕虜になるしかありません。これは、実は、この後のイスラエルの歴史そのものなのです。そして、現在のキリスト教会を見ても、信者のいろいろなあり方などを見ても、これが当てはまる内容ではないのかなと思います。その人が立派な人間なのかそうなのか以前に、絶対的な根本、そこにしっかり立っているかどうかがいちばん大切なポイントになるわけです。キリストの内側に祝福があり、本当にそれが揺れない信仰なのでしょうか。キリストの外側にのろいあり、それが皆さんの揺れない絶対的な根本なのでしょうか。芸能人がうらやましいのでしょうか。根本が違うのではないでしょうか。成績優秀で東大に合格した人間がうらやましいのでしょうか。この世の中が恐ろしいのでしょうか。この世の中で何かを手に入れて、昇りつめて、何かを達成するためにあがきをしているのでしょうか。それは信者として根本が違うのではないでしょうか。逆に、キリストの内側に祝福あり、これに本当に何が何でも揺れないのでしょうか。うまくいくこと、もちろん祝福なのです。ヨセフのように奴隷になりました。別に奴隷になってちょうだいと皆さんにお勧めするわけではありません。しかし、奴隷になるかならないかが基準ではありません。キリストの内側にいると奴隷になったことは辛いでしょうけれども、祝福に間違いないでしょう。キリストの中にいる者は、たとえミスを犯して失敗をしたとしても、祝福に間違いないでしょう。失敗を勧めるわけではありませんが、ペテロは大きな失敗をしでかしました。結果的にそれも祝福なのです。ひとつも問題はありません。すべてを働かせて益となる、それがキリストの内側なのです。キリストの内側に弱さを抱えています。弱さを皆さんに勧めるつもりはありません。しかし、弱さそのものもキリストの内側にいれば祝福なのです。パウロは、自分の弱さを誇りに思うと言いました。いままでの私たちの頭の中にある宗教的な、この世的な、律法的な、道徳的な感覚、それを邪魔するだけです。聖書は、そういうことを言っていません。
過去に人を殺めるような大きな過ちを犯したのでしょうか。社会的には法律に従って償いをし、罰を受けないといけません。それはその制度に従うことだけであって、ああだ、こうだと言うつもりはありません。しかし、たとえ今現在も服役中で、刑期を全うしている最中だとしても、それが終わっていないとしても、キリストの内側にある者は、それは悪いことなのでしょうけれども、それも祝福なのです。本当にそのように皆さんは信じていらっしゃるのでしょうか。だから、キリストの内側に祝福があり、外側であれば、１回も嘘をついたことがない、１回も人に迷惑もかけたこともない人間であってものろいなのです。これは根本なのです。人間の何をいちばん先に見ているのでしょうか。何に傷ついて、何を自慢しているのでしょうか。それは皆さんの脳細胞を混乱させることによって、精神的な問題にまで、また、この社会は人間に対しての態度や心構えなどにまで影を落としているのではないでしょうか。根本がずれているからです。信者がこの根本が薄れてしまうと、聖書のお話を聞いていても、自分のものとして聞こえてこないのです。この講壇のメッセージは、この根本に基づいて説き明かしているものです。
しかし、信者の私たちが、この根本をしっかりさせ、それが自分にとって絶対的なものとして釘を刺しているのであれば、その人は状況がどう変わろうが、どんなドラブルに遭遇しようが、たとえ自分が失敗をして倒れたとしても、それが中心ではありません。それを中心にするのはヒューマニズムであり、道徳主義であり、律法主義です。宗教です。神様を知らない人間中心の見方なのです。しかし、根本がしっかりしていれば、どんな状況の中でもキリストが中心なのです。ですから、死の影の谷を歩きながらも、その死の影の谷がテーマではなくて、キリストの中にあって神様によって新しく造りかえられた祝福の自分を発見するようになるのです。条件、状況、環境などに左右されずに、根本が絶対的なものになっている者は、自分自身を見る目が違います。自分を見失いません。悪いことをしたとしても、それを合理化するつもりはありません。悔い改めなければいけないでしょうけれども、だからといって自分が祝福の存在だということを忘れることはありません。一瞬、心が暗くなることは、サタンに心を譲ることなのです。悪いことをして、たとえ罪を犯したとしても、たとえ大変な困難に会ったとしても、皆さんの心に影が落とされて、心をサタンに譲ってはいけません。たとえ罪を犯して悪に陥ったとしても、悪から速やかに救い出してください。その悪が、サタンに心を譲って、心が奪われて、心を許す理由はまったくないわけです。ただの心配、ただの葛藤ではありません。サタンに心を譲るわけなのです。根本がしっかりしていれば、サタンに心を譲ることはありません。弱さはあるかもしれません。失敗はするときもあるでしょうけれども、サタンに心を譲らないようにしましょう。たとえ今現在もサタンに心を譲ることがあったとしても、それさえも祝福に変えて、次はサタンに心を譲らないようにしましょう。イエス・キリストに目を向けるのか、サタンに心を譲るかの2択、2つの中の1つしかありません。誰かが悪い良い、状況が大変だ、厳しい、大きい、優しい…そういうことが基準ではありません。
そして、この根本がしっかりしていれば、他の信者を見る目も違います。いろいろなレベルがあるし、いろいろなタイプの信者がいます。しかし、そういうことに惑わされずに、信者であれば全員伝道者として見るわけです。「伝道者なのに、まだまだ悟っていないのだね。悟ってもらうように祈ろうじゃないか」ということになるでしょう。「あの人は一生懸命、頑張っているのに、使命に対してはまったく無頓着だね」。伝道者という目で見ると、この人がただの熱心、宗教的な熱心ではなくて、本当に伝道者だと気づいてもらうために、その人のために祈り、どうするかと工夫するでしょう。それを愛と言います。これがイエス・キリストの心構えです。イエス・キリストは、地獄に行くしかない罪人である私たちを見るときに、神の愛が届く、イエスのいのちに預かり、それにあふれる存在として見ていらっしゃったのです。だから、十字架でいのちを捨てられたわけです。キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいあり。先進国なのか、後進国なのか、平和な国だから祝福であり、戦争があるからのろいではなくて、キリストの内側に祝福あり、キリストの外側にのろいでありなのです。戦争に巻き込まれている中でも、キリストの内側にいる者であれば、その人は祝福なのです。これは譲ってはいけません。これが嫌で教会を変えたり、教会から離れる者がいます。それは、私はクリスチャンにはなりたくないという話と同じ内容です。ここの教会では、この根本は絶対譲ることはありません。もしこれが根本になければ、教会は存在の意義も理由もないのではないでしょうか。福祉団体を増やしたほうがいいのではないでしょうか。

そして、世の中を見る、また、世の人々を見る目も違います。金持ちなのか、偉い人なのか、犯罪者なのかなどの目で見ません。キリストの外側にのろいありなので、すべての人は伝道の対象者なのです。これが愛です。先程も申し上げましたように、この世は恐れる対象でも、うらやむ対象でもありません。伝道の対象者なのです。

それから、私たちに起こること、また、歴史上、起こるすべての出来事に対して、実は根本がしっかりしている者は、そのすべてが伝道に関わることです。つまり、契約の旅程として見るわけです。そして、信者の残りの人生は、何が起こるかわからないでしょうが不安などはありません。残りの人生は、カナンの征服のように、神の聖なるミッションのために許されているものなのです。なぜなら、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいありなので。他のことをいろいろ想像して、ややこしい夢をふくらませることはやめてください。ミッションのために。
そして、それをまっとうする征服の力、それが聖霊による力だということがわかるわけです。キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいがあるわけですから。この根本が薄れているのか、根本がしっかりしてそこに釘を刺しているか、実はその違いだけなのです。皆さんにクリスチャンとしての葛藤があるのでしょうか。なかなか信仰にしっかり立つことができないのでしょうか。それも後々、キリストの外側にいる者は、それさえも祝福になりますから、何の心配もしないようにしましょう。
先週も申し上げました。失敗でさえ神様は、悪魔を縛り上げる戦術として用いられるから、それに早く気づくことだけです。ここで皆さん自分自身に問いかけてみていただきたいと思います。問題が多いほうが良いでしょうか。問題がまったくないほうが良いでしょうか。別に問題が多いことを勧めるわけではありません。問題がないことが悪いとか、そういうつもりもありません。問題が多いか、問題がないかということは、基準ではありません。ただその人がまったく問題がなくて、順調に進んでいるため、キリストなど見向きもせずに、「キリストなどいらないよ」とあざ笑うことであれば、問題のない方がのろいなのです。そういう意味では、問題が多いほうが祝福なのです。大体、人間というのは、様々な問題、自分で耐えきれない問題などによって、やっと人間の本性に気づいて、キリストに向けられるようになるケースがほとんどなので、そういう意味で問題が多いことを恥ずかしく思ったり、大変だと思わないでください。そちらのほうが良かったことなのです。

そして、同じ問題でも問題が大きいか小さいか、それも基準ではありません。できるだけ小さい問題が良いでしょうけれども、小さい問題の人間はキリストなど頼ろうとしません。だから、大きいほうがもしそれですべてを捨てて、自分を否定して、キリストにひざまずくようになるのであれば、大きいほうが幸いではないでしょうか。見方を変えてください。どんな問題を抱えているでしょうか。自分でいまこのように思っているかもしれません。他の人にはこういう問題はないだろう。私だけがこんな大きな荷物を抱えて人生を生きたくないと思うぐらいかもしれません。それが良かったことなのです。問題は、キリストなのか、そうでないかなのです。そこで悪魔に心を譲るかなのです。キリストの方に行ってください。キリストの中に祝福あり。どちらが良いでしょうか。問題が大きいほうが好きなのでしょうか。問題が小さい方が好きなのでしょうか。一生、問いかけ続けてみてください。
それから、この根本に立って皆さんの人生を解釈してみてください。皆さんの過去、何があったのでしょうか。それはキリストに出会うためにあったものなのです。つまり、この祝福であるキリストの内側に入ってもらうためにあったものです。そして、今現在、何があるのでしょうか。それはキリストを豊かに味わうために許されているものなのです。もう祝福であるキリストの内側に入っているので、より深く入っていくためにありました。そして、未来は何でしょうか。その結果、このキリストをおあかししていくために備えられているもの、つまり証拠が与えられるからあったものです。キリストの内側に入って、今現在の様々なことを取り上げて、キリストを味わい深く入っていく方向に立っていれば証拠が与えられるので、証人として用いられるようになるための未来なのです。つまり、先週も申し上げましたように、過去を解釈して、今現在を正しく解釈することは、自分を取り囲んでいる悪魔、サタンを打ち破って勝利することであり、未来の証人というのは、他人を取り囲んでいる暗やみ、悪魔の力を打ち破ることになるわけです。それが解釈という力なのです。皆さんが、サタンに引きずられるか、サタンを踏みつけて、それを踏み台にしてその上に立つかという、その戦いです。W勝利になります。過去、現在、未来の解釈を絶対根本に基づいて、ぜひ解釈してみていただきたいと思います。
改めて、まとめて申し上げます。絶対的な根本、キリストの内側に祝福があり、キリストの外側にのろいあり。この根本は、譲ることのできないものです。ですから、その告白とともに、繰り返し、繰り返し、ずっと口ずさんで告白してみてください。

そして、皆さんが信者であれば、もうすでにキリストの内側に導き入れられている方なので、どんな状況であっても、自分は祝福の人間だと告白して、確認して、また、繰り返し、繰り返し口ずさみ、最終的には感謝で締めくくるように、それを実際にやってみてください。いまどんな状況なのでしょうか。キリストの内側にいらっしゃれば祝福なのです。それも祝福なのです。心の傷があるのでしょうか。傷として残したらいけません。でも、それも祝福なのです。何一つひっかからないようにしましょう。
もう一度申し上げます。世のどんなものも恐れずに、うらやまず、また、何事も問題にせずに、どんなことにも引っかからずに。なぜなら私が祝福の者だからです。サタンに自分の心、気持ちを譲りたくありません。譲りません。何があっても。心配、妬み、批判など、サタンに心を奪われることなのです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。カナンの長い道のりの前で、契約の箱を真ん中に置いて、祝福とのろいを明確に宣言されました。キリストの内側に祝福あり、キリストの外側にのろいありという根本を絶対的なものにして、この上にしっかり立ってサタンに心を譲ることがないように、ひとりひとりを祝福してください。そこにある証拠をしっかりいただき、証人として残りの生涯、W勝利者として歩んでいけるように、兄弟姉妹を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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